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SDGs で共に創る　持続可能な行方

献
）
を
策
定
し
、
取
り
組
み
を
進
め
ま

す
。
第
２
に
、
各
国
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

Ｎ
Ｄ
Ｃ
の
実
施
や
達
成
に
向
け
た
進
捗

を
２
年
お
き
に
隔
年
透
明
性
報
告
書

（
Ｂ
Ｔ
Ｒ
）
を
提
出
し
、
審
査
や
多
国

間
で
の
検
討
を
行
い
ま
す
。
第
３
に
、

世
界
全
体
の
実
施
状
況
や
進
捗
の
評
価

は
５
年
お
き
に
実
施
さ
れ
る
Ｇ
Ｓ
Ｔ
で

確
認
さ
れ
さ
れ
ま
す
。
Ｎ
Ｄ
Ｃ
が
各
国

で
あ
る
の
に
対
し
、
Ｇ
Ｓ
Ｔ
が
世
界
全

体
と
し
て
行
わ
れ
る
の
は
、
気
候
変
動

を
地
球
規
模
課
題
と
し
て
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
た
め
で
す
。そ
し
て
第
４
に
、

Ｇ
Ｓ
Ｔ
の
結
果
を
踏
ま
え
つ
つ
各
国
は

新
た
な
Ｎ
Ｄ
Ｃ
を
作
成
す
る
、
と
い
う

一
連
の
サ
イ
ク
ル
に
な
り
ま
す
。な
お
、

Ｇ
Ｓ
Ｔ
で
は
情
報
収
集
・
準
備
、
技
術

の
評
価
を
経
て
、
成
果
物
の
検
討
は
Ｎ

Ｄ
Ｃ
提
出
（
次
は
２
０
２
５
年
）
の
２

年
前
（
２
０
２
３
年
）
に
終
了
と
な
り

ま
す
。

３
．
Ｃ
Ｏ
Ｐ
28
と
化
石
燃
料
か
ら
の
脱

却
に
向
け
て

　

Ｃ
Ｏ
Ｐ
28
の
成
果
物
で
あ
る
「
Ｕ

Ａ
Ｅ
コ
ン
セ
ン
サ
ス
」
に
お
い
て
は
、

画
期
的
な
合
意
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

「
２
０
５
０
年
ま
で
に
世
界
の
ネ
ッ
ト

１
．
気
候
変
動
対
策
に
つ
い
て
世
界
が

協
議
す
る
Ｃ
Ｏ
Ｐ

　
皆
さ
ま
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
２
０
２
４
年
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
後
半
の
取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
と

な
り
ま
す
。
持
続
可
能
な
地
球
と
未
来

に
向
け
て
、
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ

Ｃ
Ｃ
Ｃ
）
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
28
が
２
０
２
３
年

11
～
12
月
に
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
（
Ｕ

Ａ
Ｅ
）
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
締

約
国
会
議
Ｃ
Ｏ
Ｐ
（C

onference of 
the Parties

）
と
は
、
世
界
の
全
て

の
条
約
締
約
国
（
１
９
７
の
国・地
域
）

が
参
加
し
、
気
候
変
動
対
策
の
ル
ー
ル

等
に
つ
い
て
協
議
す
る
最
高
意
思
決
定

機
関
で
す
。
地
球
温
暖
化
・
気
候
変
動

対
策
に
つ
い
て
は
、
１
９
９
２
年
の
国

連
環
境
開
発
会
議
（
通
称
：
地
球
サ

ミ
ッ
ト
）
で
の
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
の
署
名

開
始
か
ら
、
１
９
９
５
年
に
第
１
回
の

第
38
回

気
候
変
動
対
策
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
と

行
方
市
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
茨
城
大
学
教
授　
野
田 

真
里

Ｃ
Ｏ
Ｐ
が
ド
イ
ツ
で
開
催
さ
れ
、以
降
、

原
則
と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
な
お
、
地
球
環
境
問
題
で
す
と
、

生
物
多
様
性
条
約
（
Ｃ
Ｂ
Ｄ
）
等
で
も

Ｃ
Ｏ
Ｐ
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
．パ
リ
協
定
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
グ
ロ
ー

バ
ル
・
ス
ト
ッ
ク
テ
イ
ク

　
今
回
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
28
で
は
、
初
め
て
実

施
さ
れ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
ト
ッ
ク
テ

イ
ク
（
Ｇ
Ｓ
Ｔ
）
の
結
果
が
提
示
さ
れ

ま
し
た
。
Ｇ
Ｓ
Ｔ
は
気
候
変
動
対
策
に

か
か
る
パ
リ
協
定
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
お

い
て
重
要
で
す
。
パ
リ
協
定
で
示
さ
れ

た
、世
界
の
平
均
気
温
の
上
昇
抑
制
に
、

実
効
性
を
持
た
せ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム（
図
）

を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。（
本
連
載
34
号
、

森
本
：
２
０
２
１
、
Ｉ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
「
Ｇ
Ｓ

Ｔ
を
学
ぶ
」
を
参
照
）

　
第
１
に
、
全
て
の
締
約
国
が
５
年
ご

と
に
温
暖
化
対
策
ガ
ス
の
削
減
目
標
等

を
定
め
た
Ｎ
Ｄ
Ｃ
（
国
が
決
定
す
る
貢

ゼ
ロ
を
可
能
と
す
る
た
め
に
、
全
て
の

化
石
燃
料
か
ら
の
脱
却
を
図
る
」（
Ｕ

Ａ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｐ
28
：
２
０
２
３
）
と
し
た

点
で
す
（
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
に
つ
い
て
は
別

途
ご
説
明
し
ま
す
）。

　
重
要
な
点
と
し
て
、
対
象
が
従
来
か

ら
論
じ
ら
れ
て
き
た
石
炭
だ
け
で
な

く
、
石
油
や
天
然
ガ
ス
等
を
含
む
化
石

燃
料
全
体
に
広
が
り
ま
し
た
。
こ
う
し

た
重
要
な
合
意
が
、
産
油
国
で
あ
る
ア

ラ
ブ
首
長
国
連
邦
で
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
で
な
さ

れ
た
こ
と
の
歴
史
的
な
意
味
は
、
大
き

い
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
ト
ッ
ク
テ
イ
ク

図　パリ協定のメカニズム ・ 

本
連
載
第
34
回
に
お
い
て
、
誤
植
が
あ
り
ま

し
た
の
で
訂
正
し
ま
す
。

（
誤
）
Ｎ
Ｃ
Ｄ
（
正
）
Ｎ
Ｄ
Ｃ

出典：森本（2021）


